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が
、
最
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
上
で
、
ベ
ー
ス
に
な
る
考
え
が
「
対

象
会
社
（
事
業
）
が
１
年
間
に
生
み
出
す
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」
で
す
。

　

決
算
書
に
記
載
さ
れ
た
利
益
が
単
純
に
ベ

ー
ス
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
会

社
・
事
業
運
営
に
不
要
と
な
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
費
用
（
例
：
役
員
報
酬
や
生
命
保
険

料
、
経
営
者
の
自
宅
家
賃
）
や
実
際
に
支
払
い

が
発
生
し
な
い
減
価
償
却
費
な
ど
は
差
し
引

き
、「
対
象
会
社
（
事
業
）
が
１
年
間
に
生
み

出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」
を
計
算
し
ま
す
。

　

そ
れ
を
何
年
分
に
す
る
か
で
す
が
、
小
規

模
な
飲
食
店
の
Ｍ
＆
Ａ
の
場
合
は
、
２
年
分

～
４
年
分
の
範
囲
で
成
約
す
る
こ
と
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
金
額
を
「
の
れ
ん
代
」
と
言
い

ま
す
。
事
業
譲
渡
で
は
こ
の
「
の
れ
ん
代
に
物

件
取
得
費
を
加
算
し
た
金
額
」
が
買
手
の
投

資
コ
ス
ト
の
目
安
と
な
り
、
会
社
ご
と
取
得
す

る
株
式
譲
渡
で
は
、
こ
の
「
の
れ
ん
代
に
純
資

産
を
加
算
し
た
金
額
」
が
買
手
の
投
資
コ
ス

ト
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
り
、
実
際

に
は
業
種
や
案
件
規
模
に
よ
っ
て
相
場
や
考

え
方
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
あ

く
ま
で
売
主
と
買
主
が
合
意
す
る
価
格
に
調

整
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
、
価
格
よ

り
も
今
す
ぐ
相
手
先
を
定
め
た
い
売
主
で
あ

れ
ば
、
年
間
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
１
年
分
で

も
良
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
す
。
単
純
計

算
で
す
が
、
１
年
で
投
資
回
収
が
見
込
め
る

案
件
と
も
な
れ
ば
お
得
で
す
。

　

一
方
で
、
業
績
以
外
に
価
格
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
何
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
「
信
頼
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
」
で
す
。
き
れ

い
ご
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
個
人
と
し
て
は
、
こ
の
２
つ
が
価
格

に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
と
自
身
の

経
験
を
通
じ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
Ｍ
＆
Ａ
で
あ
っ
て
も
、
売
主
や

買
主
は
人
間
で
す
。
成
約
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
行
わ
れ
る
資
料
の
授
受
、
情
報
の
開
示
、

条
件
交
渉
、
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
相
手

方
の
熱
意
や
人
柄
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く

表
面
化
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
依
頼
し
た
資
料
が
な
か
な
か

出
て
こ
な
い
場
合
は
、
売
主
に
対
し
て
不
信
感

が
募
り
ま
す
。
一
方
で
す
ぐ
に
メ
ー
ル
に
返
信

が
あ
り
、
期
日
通
り
に
検
討
状
況
の
報
告
が

あ
れ
ば
、
買
主
に
対
し
て
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
過
程
は
、
最
終
局
面
で
の
条
件
交

渉
で
お
互
い
歩
み
寄
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
く
売
り
た
い
売
主
と
安
く

買
い
た
い
買
主
で
は
利
害
関
係
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
そ
こ
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
「
信
頼
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
」
は
相
手

に
価
格
以
上
に
託
し
た
い
〝
何
か
〟
を
生
み
出

し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
人
材
が
主
役
の
飲
食

店
経
営
で
は
、
よ
り
一
層
、
こ
の
部
分
に
対
す

る
考
え
は
強
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
事
に
ク
リ
ア
し
、
晴

れ
て
成
約
し
た
成
約
事
例
と
買
手
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
案
件
は
、
弊
社
が
売
手
・
買
手
、
両
サ
イ

ド
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
着
任
す
る
形
式
で
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
売
主
は
フ

　

ま
ず
は
じ
め
に
、「
売
買
価
格
は
ど
の
よ
う

に
決
ま
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
前
提
と
し
て
、

Ｍ
＆
Ａ
の
売
買
価
格
に
関
す
る
査
定
方
法
や

相
場
と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
す
が
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
や
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
終
的
に
は
、
売
主
と
買
主
が
合
意
す
る

価
格
に
調
整
を
重
ね
て
い
く
作
業
そ
の
も
の

ァ
ン
ド
で
あ
り
、
対
象
会
社
を
買
収
し
て
ま
だ

期
間
も
浅
か
っ
た
の
で
す
が
、
社
内
の
労
務
環

境
を
は
じ
め
、
業
歴
の
長
い
同
社
の
組
織
体

制
を
整
備
し
、
こ
の
度
売
却
を
決
断
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
買
主
は
以
前
に
別
の
売
買
案
件
で
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
時
案
件
が

成
立
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
継
続
的
に
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
り
な
が
ら
、
こ
の
度
成
約
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
案
件
の
成
約
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

①
買
主
・
売
主
の
レ
ス
ポ
ン
ス
速
度
の
速

さ
、
丁
寧
さ

②
信
頼
関
係
の
構
築

　

①
に
お
い
て
は
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
通
ず

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
と
に
か
く
レ
ス
ポ
ン
ス
の

速
さ
は
、
相
手
方
に
対
し
て
そ
の
熱
心
さ
と

誠
実
さ
、
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
検
討
に
時
間
を
要
し
て
も
、
検
討

状
況
の
報
告
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
有

を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、
担
当
者
を
多
く

た
て
る
こ
と
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し

ま
し
た
。

　

②
に
お
い
て
は
、
①
と
と
も
に
す
べ
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
最
短
に
、
予
定
通
り
行
う

と
同
時
に
、
売
主
側
は
必
要
な
資
料
が
整

っ
て
い
た
こ
と
が
買
主
の
検
討
に
対
す
る
安

心
感
を
生
ん
だ
こ
と
。
買
主
は
飲
食
業
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
引
継
ぎ
等
に
対
し
て
十
分

な
ス
タ
ッ
フ
の
応
援
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
売
買
契
約
締
結
後
の
進
め
方
や
社
風
の

親
和
性
を
売
主
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
事
業
譲
渡
」と「
株
式
譲
渡
」で
変
わ
る
、金
額
の
算
出
方
法

売買金額の算出基準

三宅宏通氏

株式会社ウィット

通常の損益例 CFの計算例
売上 売上
原価 原価
粗利益 粗利益
販売管理費 販売管理費
営業利益 費用除外分

実質営業利益
減価償却費
CF

5,000 5,000
1,500 1,500
3,500 3,500
3,000 3,000
500 -300

800
50
850

代表取締役

第2回

　買収に際して求めている風土や方向性を深く理解してく
れていたので、それに見合った案件を提案してくれました。
当社が案件に興味があると連絡した後のトップ面談やデ
ューデリジェンス、契約関連のスケジュールの組み立てや
それに紐づく連絡などが、とにかくスピーディーで安心して
任せられました。
　当社としてはM&A自体が2度目となりますが、前回は仲
介業者をほとんど使用せずに進めたので、「ウィットさんで
はここまでやってくれるのか⁉」と正直驚きました。
　提案いただいてから約2カ月で成約しましたが、ただ速い
だけでなく丁寧に対応してくれたことで、大きな問題もなく
譲渡契約できた点も非常に良かったと感じています。

　M&Aをしてみて良かったと感じる点は、やはり「潜在的
な技術の獲得」「優秀な人材との出会い」です。当社では
もともと、飲食事業を行ってきましたが、ゼロから店舗をつ
くることと、譲渡にてノウハウを受け継ぐこととでは大きく
異なってきます。
　また、熟練のスタッフを引き継げることは事業を展開し
ていくにあたり、大きなポイントになっています。今回は、売
手様の感じている今後の展開と当社の方向性が一致し
たことが、話を進めようと思った一番の理由でした。そのた
め、働く従業員が「幸せになりたい」と思い描いているとこ
ろをどう落とし込んでいくか、引継ぎ後の展開についても、
丁寧に考えていかなければならないと強く思っています。

（※単位：万円）

流行に敏感な業態で浮き沈みがあり、開業資金も
2000万円～3000万円は当たり前。そんな飲食業
にイチから参入するのは、なかなか覚悟が必要なこ
とだ。だがここ数年、そんな飲食業界での新たな独
立手法として、低リスクで手間も省ける「M＆A」が注
目されている。本連載はそんなM＆Aの有効性につ
いて解説していく。連載２回目は、実際に成約した案
件をもとに、M＆Aのメリットをひも解いていく。

業
績
以
外
で
重
要
な
価
格
基
準
は

「
信
頼
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
」

PROFILE
みやけ・ひろみち
2005年UFJ銀行に入行（現・
三菱東京UFJ銀行）。上場企業
を中心とした融資担当、アシス
タントとして活動。2007年に飲
食業界に特化したM&A仲介業、
人材紹介業を目的にウィットを
設立。飲食業界を専門とした
M&A仲介サービスの事業者は
ほとんどなく、毎年問合せ件数、
成約件数を伸ばし続けている。

著者

買
収
の
ベ
ー
ス
と
な
る
数
価
は

対
象
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

事業譲渡では「のれん代に物件取得費を加算した金額」
が買手の投資コスト、株式譲渡では「のれん代に純資産
を加算した金額」が買手の投資コストとなる。

M＆Aで得られる「ノウハウ」と「人材」

丁寧でスピーディーな対応に信頼できた

フィットコーポレーション

買主インタビュー

勝俣智史代表取締役社長

成約実例

株式会社フィットコーポレーション

株式会社F（子会社の有限会社C社を譲渡）

スキーム：株式譲渡
運営店舗数：3店舗（1都3県郊外型）
成約期間：2カ月

買主

売主

インタビュー


